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≪第７号≫ 

発 行  2017 年 2 月 

社会福祉法人 三田市社会福祉協議会 

〒669-1514 三田市川除 675 番地 

 三田市総合福祉保健センター内 

Tel 559-5965 fax 559-5945 

 E ﾒｰﾙ chiiki@sanda-shakyo.or.jp 

現在、三田市は兵庫県内で最も若いまちですが、今後急激に高齢化が進行します。 

「縁」と聞いてどんなことが 

思い浮かびますか？ 

「縁」の形はたくさん。 

みなさんの住む地域には、どんな「縁」

の形があるのでしょう。 

「つながり」 ・ ・ ・１３０か所以上のつどい・サロン 

「見 守 り」 ・ ・ ・各地域で起こっている話し合いの場 

７つの生活支援活動グループの発足 

 

地域で広がる「つながり」「見守り」「支え合い」活動。 

そんなおたがいさまの縁づくりの活動について紹介します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「お互いに支え合える三田地区にしたい！」 

 

「足腰が悪くてごみ出しに行けない・・・」「家からバス停が遠くて通院するにも一苦労」など、

生活のなかにはいろいろな困りごとがあります。 

そんな困りごとに対し、地域住民が中心となって支え合いの活動が広がってきています。誰もが

安心して地域で暮らしていくために活動を行っているグループについて紹介します！ 

 

 

●活動内容 

生活上のちょっとした困りごとのお手伝い 

(ゴミ出し、買い物など) 

●活動のきっかけや大切にしていること 

「支え合う活動があったら安心してここで暮らせるのになあ」 

という思いからグループ立上げに至りました。昔ながらのつながりも大事にしながら新たなつ

ながり作りへと活動されています！(P6に活動者インタビュー掲載！) 

三田地区ささえ愛たい（三田地区） 

（ 

 

●活動内容 

病院や買い物、銀行などの外出支援、電球の取り換え 

ごみ出しなどの生活支援 

●活動のきっかけや大切にしていること 

日常の困りごとに対する声から地域の支え合い部会が 

中心となって立ち上げられました。地域の誰もが安心して 

日々の暮らしが出来るよう、お互いさまで支え合う地域 

づくりを進めています。 
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●活動内容 

通院、買い物、イベント参加などの外出支援 

●活動のきっかけや大切にしていること 

これからの広野に何が必要になってくるか、何を大切に 

していったらいいか、高齢者の方にアンケート調査をすると 

多くの方が外出に困っていることがわかり、解決を目指そう 

と始まりました。利用される方が「すごく助かりました」と 

喜ばれるのがやりがいにつながっています。 

「お互いさまで支え合う地域づくりを目指して！」 すけっと志手原（志手原校区） 

 活動開始から一年近くが経過

し、活動が地域に浸透してきて 

 います。 

まごころサポート広野（広野地区） 「外出にお困りの高齢者のお役に立ちたい！

笑顔あふれる広野にしたい！」 

 一緒に買い物してくれて、 

とても助かってます 

（利用者の声） 

 

 

ちょ っとずつです

が、支え合いの活

動が広がってきてい

ると実感していま

す。 
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●活動内容 

通院、買い物のための送迎（外出支援） 

ちょいボラ（電球交換や草抜きなどの生活支援） 

●活動のきっかけや大切にしていること 

「外出の困りごと」が藍地区を中心によく聞かれ、 

これを解決しようと外出支援検討チームを組織し、 

外出支援カ―ボランティアの活動をスタート。 

支え合いの輪がますます広がることを目指して、活動の拡大、仕組みの強化に向けた話し合いを

日々続けられています。 

 

ボランティアアユート（藍地区） 

4人で役割分担したコ

ーディネート体制の確立

が、活動の質を高めてい

ます。 

「質高めるコーディネート体制」 

 

●活動内容 

買い物、通院、趣味教養のための外出支援 

●活動のきっかけや大切にしていること 

本庄地区ふれあい活動推進協議会が中心となって 

地域の困りごとについて地域で出来ることはないか話し合い、 

活動を開始され、もうすぐ活動 6年目を迎えます。 

月１回の定例会を開き、利用者の様子の共有や、活動に 

ついての話し合いが行われています。 

「住みなれた本庄で、自分らしく暮らせるお手伝い」 まごの手本庄（本庄地区） 

「住みよい本庄地区」を 

目指して、活動者一同 

頑張っています！ 

 

●活動内容 

ごみ出し（可燃ごみ・不燃ごみ） 

買い物の付き添い・代行 

●活動のきっかけや大切にしていること 

「ごみ出しや買い物で困っている方の手助けをしたい」 

との思いから、狭間が丘校区ふれあい活動推進協議会、 

自治会の協力のもとグループを立上げられました。定例会では活動で 

“気になること”“気づいたこと”などをメンバーで共有されています。 
 

 ハサマまごの手スマイル（狭間が丘校区） 

 

ごみ出しは、利用者

さんの顔を見て玄

関で受け取っていま

す！ 

 

●活動内容 

ごみ出し、電球交換など 

（今後は庭の手入れなど活動を拡充される予定） 

●活動のきっかけや大切にしていること 

日常生活の困りごとに対するアンケートから始まり、「むこさぽ」の愛称で活動されています！

ごみ出しをお願いされている方からは「朝寒い時やごみ袋が重いときなど、困っていましたが 

毎回決まった時間に来てもらえ、とても助かっています」と喜ばれています！ 

「ニッコリ ほっこり 安心サポート」 まごの手活動「武庫サポート」（武庫小校区） 

 
ごみ出しで顔を合わせ

るたびに、自然と会話も

弾みます。 

2/13 開催の「小

地域で進める見守

り研修会」で実践

報告をして頂きま

した。 

「たかがごみ出し・されどごみ出し」 
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どこにでも起こりうること…「あの人はお元気だからだいじょうぶ」と思っていた方が、自宅で一人

亡くなっておられました。そのことを、教訓として今後どのような取り組みを行っていくのか。地域で

の話し合いが、今三田地区で行われています。 

▲中央 前中氏 

今後に向けて、三田地区民生委員児童委員協議会代表の前

中康子氏と三田市地域包括支援センター、三田地区担当地域

福祉支援員で話し合いを行いました。 

 「三田地区として今後どのような取り組みが必要なのか。今

回のように民生委員・児童委員だけでは見守りを完璧に行う

ことはできない。やはり各区・自治会ごとの見守りの体制作り

が必要ではないかな。区長・自治会長の皆さんとともに考えて

いきたい。」と話される前中氏。 

一方、各地区ふれあい活動推進協議会会長が集う会長会や三田地区ふれあい活動推進協議会では昨

年度から見守りについての話し合いが行われていました。 

三田地区にとって必要な取り組みについて区長会、民生委員・児童委員協議会、ふれあい活動推進

協議会の各団体よりメンバーが集まり三田じばやん倶楽部で、活発な雰囲気の中話し合いが行われ

ました。 

出席者：三田地区区長会会長 藤村晴彦さん、三田地区ふれあい活動推進協議会会長 武村欽司さ

ん、三田地区民生委員児童委員協議会代表 前中康子さん、副代表 西浦哲さん、民生委員・

児童委員 玉岡修次さん、民生委員・児童委員 伊東秀哲さん 

 

●住民と専門職の話し合いの場 

▲話し合いの内容 
▲話し合いの様子 

●地域での話し合いの場 

 

このような状況の中・・・ 
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「○○の○○さんが気になる」 

情報を出し合うことで、今まで気にか

けていなかった方を気にかけることが

できる。日常の中で「いつも開いてい

るシャッター開いてるかな？」とちょ

っとでもお互いに気にかけ合うことが

自然とできたらいいな。 

 

 

 

マップを作成し共通認識をもとう 

個人情報をどこまで共有するのか難しいが、

マップがあれば「あの人ちょっと気になるか

らみんなで見守り合おうね」という共通の認

識がもてると思う。 

 

 

 

役にとらわれずみんなで 

三田地区にはすでに活動のベースはある。やはりその方

の変化をいち早く察知できるのは隣近所さんであり、お

せっかいできるのも隣近所さん。各区自治会ごとに「ど

のように見守りについてすすめていこうか？」といった

話し合いの場を実践していかなあかん。区長会がその音

頭をとっていきたい。音頭をとるのは区長だが、役にと

らわれずみんなで取り組みたい。 

 

▲西浦さん 

みんなで見守り合い 

民生委員だけでは地域を見守ることは

難しい。お互いさまだからと地域のみん

なで見守り合うことが大切。 

地域の色んな人を巻き込みたい 

お互いを気にかけ合うことで安心に

つながるよね。うちの区の市営住宅

の管理人がうまいことコミュニティ

を作って情報を集めている。そうい

った方と区長や副区長、サロン活動

者や健康推進員等を巻き込んで見守

りについて一緒に取り組んでいきた

いと思っている。 

 

▲前中さん 

玉岡さん 

藤村さん 

伊東さん 

武村さん 

各区・自治会での見守り活動の推進

を行う 

三田地区では「ささえ愛たい」が活動し

ており、生活支援活動も見守り活動のう

ちの一つである。ささえ愛たいの活動が

広がるようふれあい協としても一緒に生

活支援活動を進めていきたいと思ってい

る。また、ふれあい協主催で住民座談会

を実施するので各区・自治会に合った見

守りの体制作りを区・自治会、民協と協

力して推進していきたい。 

 

 

▲
 

▲ 

今後も具体的な取り組み方法について継続した話し

合いが行われるようです。「話し合うことでお互いがど

んな思いをもっているのか、地域の状況について知るこ

とができた」「同じ方向を向いて三田地区として取り組

む見守りをやっていきたい」とお話されていました。 

こういった話し合いの場をもつことが、地域が変わる

大きなきっかけになるのかもしれません。 

▲
 

▲
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三田地区ささえ愛たい 前川紀美子さん（活動歴 4 年）※左下写真 

◆プロフィール◆ 

4年前に他市から引っ越して来られて間もなく、（※注）まごの手活動養成講座を受講さ

れ、現在も活動中。主に携わっている活動は、ゴミだしのお手伝い・通院や買い物の付添
い・お話し相手で、昨年 12月までは仕事と両立しながら活動されていました。 
そんな活動的な前川さんに、活動の継続の秘訣や、ボランティア活動のある生活について

伺いました！ 

「三田地区ささえ愛たい」は平成２４年度まごの手活

動養成講座を経て「自分たちの地域に助け合いの活動が

あったらいいな」という思いで活動をスタートされまし

た。子育て中の方、高齢者、障がいのある方などのちょ

っとした困りごとの相談と、お手伝いすることを通し

て、みんなで支え合う地域づくりを目的とするグループ

です。 

 「支え合いの活動が少しずつ広がっていると実感して

いる。ちょっとでも三田地区の助けになればうれしい」

と日々活動されています。 

  

●活動を始めたきっかけは？ 

引っ越してきたばかりの頃、地域の広報紙で養成講座の参加

者募集を見て、近所のつながりをつくって助け合うって素敵な

ことだなと思って参加しました。私もいつかは今よりも動けな

くなる日がくるので、何か今のうちにできることがないかと考

えていた時にこの活動に出会ったという感じです。 

「ちょっとのぞいてみて自分に合わないと思ったらすぐ辞め

れば良い」それぐらいの感覚でした。とにかく自分が興味を持

ったものはやってみたい性格なので…。 

活動を始めたことにより打ち

込めるものができましたし、知

り合いも増えて嬉しいです！ 

▲活動の様子(病院への付き添い) 

(※注)まごの手活動養成講座：地域の困りごとを知り、解決する仕組み

づくりをみんなで考える場として三田市社会福祉協議会と地域活動団

体が実施する講座。 
▲前川さん 
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▲ささえ愛たい定例会の様子 

 

「大したことは何もしてない

の」と照れながら、活動を通じて地

域内の知り合いが増え、充実して

いる様子をお話してくださった前

川さん。この先ずっと暮らしつづ

けたいと思う三田で、自分が元気

なうちにできる事として、支え合

い活動をされています。 

お話の中に、楽しんで自分らし

く活動するための大切なポイント

がたくさん詰まっていました！ 

「お互いさまだから」地域活動の場に出向かせていただいた際、みなさんから自然

と聞かせていただく言葉です。今回紹介させていただいた、見守り活動の取り組みを

行う地域や、三田市内での支え合い活動。みなさん一人ひとりの思いが、地域の縁づ

くりにつながっているのではないでしょうか。 

だれもが住みなれた地域で安心して、生きがいをもって生活できるまちへ。各地区

を担当しております地域福祉支援員が、今後もそんな地域づくりをお手伝いできれば

と思っています。 

 

自分で選んで始めたことだから続いていると思います。あとは、できないことはできない、
嫌なことは嫌と言う、無理せずに自分のできる範囲でやっています。自分にできること、自分
には出来ないけど他のメンバーならできること、グループでは対応できないこと等、メンバー
と相談しながら依頼に応えています。 

 

大きく変わったことは無いですけど、週 2回の高齢者のごみ出しのお手伝いは早起きができ

て生活のリズムが整います。近所の人には、「朝早くからよくやるね」と驚かれるけど、私にと

っては全然苦ではなく合っていると思います。また、12月までは仕事をしていて、その時は仕

事優先に空いた時間でできる活動をしていたので、忙しいと思ったことはないですよ。 

 

●講座受講から現在まで継続されている、その秘訣は？ 

●ボランティア活動がライフワークになって感じる変化はありますか？ 
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ボランティア活動をされている方、 

春から活動を始める方へ

地域福祉活動に関するご相談はこちらまで！ ご気軽にどうぞ★ 
 

三田市ボランティア活動センター（総合福祉保健センター内） TEL:564-0410   FAX:559-5945 

三田三輪地域福祉支援室（総合福祉保健センター内） TEL:559-5965   FAX:559-5945 

フラワー地域福祉支援室（フラワータウン市民センター内） TEL:550-9008   FAX:550-9009 

ウッディカルチャー地域福祉支援室（ウッディタウン市民センター内） TEL:553-8373   FAX:553-7023 

広野本庄地域福祉支援室（広野市民センター内） TEL:560-5822   FAX:560-5823 

藍地域福祉支援室（藍市民センター内） TEL:568-5400   FAX:568-5405 

小野高平地域福祉支援室（高平ふるさと交流センター内） TEL:560-8177   FAX:560-8178 

 

お知らせ 

●兵庫県ボランティア・市民活動災害共済 
～ボランティア活動中（往復途上を含む）の事故に対応～ 

 ◇掛  金 ひとり年間 500円（団体でまとめて加入申込みができます） 

 ◇補償期間 申込みの翌日から平成 30年 3月 31日まで（※3月中の申込みについては 4月 1日からの 

補償期間となります） 

＊天災危険補償プラン（地震・噴火・津波による傷害事故にも対応）は、掛金ひとり年間 600円 

●兵庫県ボランティア活動等行事用保険～行事・イベント中の事故に対応～ 

  国内におけるボランティアグループや NPO 法人などの市民活動団体などが主催者となる行事活動中の、ボラン

ティアスタッフや参加者のケガおよび、主催者が賠償責任を負った場合に備えて加入いただくためのものです。 

●兵庫県移送サービス交通傷害保険～移送・送迎サービスを行う際の事故に対応～ 

  社会福祉協議会やボランティアグループ・NPO 法人などの市民活動団体が、非営利の移送・送迎サービスを行

う場合の活動者・利用者の交通事故等によるケガを補償する保険です。 

 ①保険加入者（移送・送迎サービス活動を行う活動団体）が行う移送・送迎サービス活動中の交通事故等により

活動者がケガをした場合 

 ②保険加入者（移送・送迎サービス活動を行う活動団体）が行う移送・送迎サービス利用者が乗車中にケガをし

た場合 

上記保険の対象となる活動、加入方法、補償内容などについては、社協ホームページをご覧

いただくか、ボランティア活動センターまでお問合せください。 

【加入受付】 

ボランティア活動センター、市内各地域福祉支援室、多世代交流館シニア・ユースひろばにて 

 

安心・安全なボランティア活動に向けて、万が一の事

故に備えるための各種保険。 

平成 29年 4月 1日からの活動に向けて、3月中の手続

きをおすすめします！ 

tel:564-0410

